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木
宗
男
君
提
出
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
我
が
国
農
業
へ
与
え
る
影
響
等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁

書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
我
が
国
農
業
へ
与
え
る
影
響
等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対
す
る
答
弁

書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
十
月
二
十
四
日
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
一
一
三
号
）
に
お
い
て
お
答
え
し
た
と
お
り
、
「
守
る

べ
き
も
の
」
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
回
答
を
差
し
控
え
た
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
我
が
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
と
の
経
済
連
携
協
定
（
以
下
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
守
る
べ
き
も
の
は
守
る
と
の
方
針
の
下
、
我

が
国
に
と
っ
て
最
大
限
の
メ
リ
ッ
ト
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

現
在
交
渉
中
の
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
妥
結
後
の
影
響
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
交
渉
に
お
い

て
は
、
農
林
水
産
業
の
重
要
性
を
十
分
認
識
し
、
守
る
べ
き
も
の
は
守
る
と
の
方
針
の
下
、
我
が
国
に
と
っ
て
最
大
限
の
メ

リ
ッ
ト
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

農
林
水
産
省
で
は
、
仮
に
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
よ
り
豪
州
産
農
産
物
の
関
税
が
撤
廃
さ
れ
た
場
合
の
影
響
に
つ
い
て
、
価
格
面

一



で
不
利
な
国
産
農
産
物
が
豪
州
産
の
農
産
物
に
置
き
換
わ
る
と
い
っ
た
一
定
の
仮
定
の
下
で
は
、
小
麦
、
砂
糖
、
乳
製
品
、

牛
肉
の
四
品
目
の
直
接
的
な
影
響
と
し
て
、
合
計
約
七
千
九
百
億
円
の
国
内
生
産
が
減
少
す
る
と
の
試
算
を
行
っ
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
関
係
の
生
産
者
団
体
や
消
費
者
団
体
を
含
め
、
広
く
国
民
に
対
し
、
地
方
で
の
説

明
会
の
開
催
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど
を
通
じ
、
説
明
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二


